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工学部教授藤井石根
　本学国際交流基金1985年度の外国人研究者短期招請計画によってM．S．
Murthy博士（Indian　Institute　of　Sciense，化学工学科教授）が招請
され，1985年3月31日から同年5月3日までの約1ヶ月間，本学の客員教
授として滞在した。その間，主として本学工学部機械工学科熱工学第一研究
室に籍を置き連日，院生は元より卒論学生も含めた化学蓄熱についての討論，
実験に参画されると共に，同研究室に於けるゼミナールにも参加した。また，
同氏による「Chemical　Method　for　Energy　Storage　Investigations　on
Ca（OH）2／CaO　Reaction　System－Part　l　and　Part　2」と題した公開
講演会も催され，研究および教育を推進する上で大きな成果が得られた。そ
こで先ず，公開講演の実施状況とその講演内容の要旨を紹介することにした
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1．講演概要
　　a）講演会実施状況
1）実施日
　2）実施場所：
　3）講演題目：
　4）参加人数：
b）講演内容要旨
1985年4月19日　（金）
13：00～　14：20　，　Part　1
14：30～　16：00　，　Part　2
工学部5号館　5205教室
前　記
大学スタソフも含めて約40名
　主たる内容は現在，国際太陽エネルギー学会に投稿している論文「Chemical
Reaction　Systems　for　Storage　of　Solar　Thermal　Energy－Thermal
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Decomposition　of　Calcium　Hydroxide」　と題する論文内容とほ璽一致
するもので，化学蓄熱に最も関連が深いと見られるAB2A＋Bなる形の
熱化学反応系を対象に熱力学的考察が加えられ，転換温度（Turning
Temperature）についての議論がなされた。
　次いで，Ca（OH）2の脱水反応の様子について言及され，脱水反応率と
反応定数との関係式を明らかにすると共に，示された関係式は実験結果を
良く模擬することが明らかにされた。
　また，同脱水反応を同一条件下でより促進させるための触媒添加の効果
についても触れ・この場合・Aegen末の添加はZ・粉末やそれらの水酸化物に●
比べてもより効果的であることが実験結果を比較することで明らかにされ
た。なお，参考として示された反応物質の電子顕微鏡写真は理解を助ける
上で有益な情報であり，我々，機械工学分野に籍を置く者にとって見方の
違いも加わって大変参考になるものであった。
2　共同研究実施状況
　我々の研究室に於いてもCa（OH）2の脱水反応促進にZn粉末の添加は効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）（2）的であることを既に実験で確かめているが，今回，M．　S．　Murthy教授の研
究により，Ae粉末やその水酸化物なども同様な効果があることが明らかにさ
れた。その為，その効果の程がどの程度のものかを確めるため，さきのZn粉
末による触期果を調べたときと同一の実験条件の下で洞獺嘱力も得●
ながら，精力的な実験が試みられ，得られたデータは直ぐにコンビ＝一タ処
置され検討が加えられた。その結果，Ae粉末による効果が中でも最もあるこ
とが再度確認され，今後のシステム開発に貴重な知見が得られた。この点，
共同研究を行なう上では同氏の滞在は非常に短いものではあったが，その割
には有益な成果が得られたと満足している。しかし詳細な検討については今
後に残して居り，これからは手紙連絡による検討を行う必要があろう。
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3．感想と要望
　前述の如く，初期に計画された研究課題のうちやり残された部分はなおか
なりあり，この点，1ヶ月という滞在期間は余りにも短かいように感ぜられ
る。元々，招請の主たる目的がどこにあるかによってもこの点，見方は変る
と想像されるが，このへんの扱い方の検討も切にお願いしたい。又，こあこ
とが契機となって卒論学生も語学勉強の必要性を肌で感じた様子で良い刺激
が一与えられたと感じている。このことからも，今後の尚一層の国際交流の充
実を期待して止まない。
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